「世界遺産をめざす平泉・・・浄土の景観・・・」のイベント報告
ワンダーフォーゲル部　OB会
東大ホームカミングディが第７回目を迎える今年は、ワンダーフォーゲル部OB会（以下TWVOB会）としては第３回目のイベント開催となりました。

昨年暮れにTWVOB会執行部から「来年は昭和４３年卒が中心で行うよう」要請があり、今年の新年会で「応諾」しました。
４月のキックオフミーティングで、平泉を世界遺産に登録すべく全力投球している同期生の平泉郷土館館長で盛岡大学教授の大矢教授にその活動の一端を披露してもらうべく「世界遺産をめざす平泉・・・浄土の景観・・・」と言う演題で講演してもらうことにしました。
加えて、平泉のパネル約５０枚の展示、および大矢教授の著書、教授が企画・デザインも担当した南部煎餅の展示即売会も行うことにしました。
９月には会場設営、展示パネル、立看板および設置場所の確認などを行いました。
さて当日。生協からはイベント会場である「中央食堂が１１：００にオープンするのでそれまでに準備を終えるように」との要請を受けて、同期生全員が準備のため９：００に集合しました。
会場設営、パネル約５０枚の展示、立看板の正門前・赤門前・安田講堂前・中央食堂入口の４箇所の設置など、準備のすべてを１０時前には完了しました。
１１時、食堂オープン。三々五々人々が入ってきて、やがてキャンパスツアー客・修学旅行生・学生など展示パネルを見る人が増え展示場一面に人垣が出来るようになりました。

展示即売会も新聞などマスコミに取り上げられた著書に大矢教授がサインなどしてかなりの売れ行きでした。
１４：３０。いよいよ大矢教授の講演開始。

学生、一般聴衆など約６０名が集まり、熱心に教授の講演に聞き入っておりました。
演題「世界遺産をめざす平泉・・・浄土の景観・・・」

1． 藤原清衡がめざした「この世の浄土」

2． 清衡の夢―復活、みちのくを永遠の浄土に

3． 平泉の「浄土」は「あの世」ではなく「この世」

4． もう一つの視点　平泉はシルクロードの最東端ターミナル

これらの事を１時間３０分にわたり、難しい「浄土」を分りやすくユーモアある講演で、ときに笑い声あり和やかな雰囲気の中「あっ」と言う間に終了の時間を迎えました。
難しい中にも楽しい講演でした。

最後に２０１１年７月の世界遺産登録委員会での登録採択に向けて、大矢教授の活動に精一杯の声援を送り登録採択をお祈りした次第です。

今回のイベント開催につきましては、大学生協・卒業生室・赤門学友会の皆様の多大なるご支援をいただき誠に有り難く深く感謝いたします。
有難うございました。
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